












 

小金井市市民参加条例 

 

（市の会議の公開） 

第６条 市の会議は，原則として公開する。 

  ２ 公開の例外として認められる非公開の会議は，その理由を明らかにしなければな 

   らない。 

  ３ 非公開の会議の記録のうち，非公開とするものは，特に秘密を要すると認められ 

   るものに限る。 

（情報公開手段の拡充） 

第７条 市は，市民との情報の共有を図るため，次に掲げる事項に配慮し，努力しなけれ 

   ばならない。 

 (１) 会議録の公開 

 (２) 広報紙等の拡充 

 (３) 情報公開施設の拡充 

 (４) 通信等情報伝達手段の充実 

 

 

小金井市市民参加条例施行規則 

 

（非公開の会議） 

第３条 条例第６条第２項に規定する非公開の会議とは，小金井市情報公開条例（平成 14 

   年条例第 31号。以下「情報公開条例」という。）第５条各号に規定する内容を議題 

   とする会議等をいう。 

（会議録等の非公開） 

第４条 条例第６条第３項に規定する非公開の会議の記録のうち，特に秘密を要すると認 

   められ非公開とするものは，情報公開条例第５条各号に規定する内容を議題とする 

   会議等の記録をいう。 

（会議録作成の基本方針） 

第５条 条例第７条第１号の会議録は，あらかじめ関係附属機関等に諮った上，次に掲げ 

   る会議録の作成方法の中から，会議内容等に応じ適切な方法を選択するものとする。 

 (１) 全文記録 

 (２) 発言者の発言内容ごとの要点記録 

 (３) 会議内容の要点記録 
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（会議録の記載事項） 

第６条 会議録（様式）には，原則として次の事項を記載するものとする。ただし，規則， 

   規程，細則，要綱，要領，規約等で設置根拠が定められている会議等の会議録につ 

   いては，第 11号に定める発言内容の記載は，主な発言要旨等の記載とすることがで 

   きる。 

 (１) 会議の名称（附属機関等名） 

 (２) 事務局（担当課） 

 (３) 開催日時 

 (４) 開催場所 

 (５) 出席者 

 (６) 傍聴の可否 

 (７) 傍聴者数 

 (８) 傍聴不可・一部不可の場合は，その理由 

 (９) 会議次第 

 (10) 会議結果 

 (11) 発言内容・発言者名 

 (12) 提出資料 

 (13) その他必要な事項 

  ２ 前項の規定にかかわらず，率直な意見の交換や意思決定の中立性の確保のために 

   必要なときは，発言者名の記載を省略することができる。この場合において，発言 

   者名の記載の省略の可否は，当該附属機関等の出席委員の過半数をもって決するも 

   のとする。 

（会議録の公開の方法） 

第７条 条例第７条第１号の会議録の公開は，情報公開コーナーに据え置く等の方法によ 

   るものとする。 



 

 

 

 

○小金井市名誉市民条例 

小金井市名誉市民条例 

平成19年12月21日 

条例第27号 

（目的） 

第１条 この条例は，広く社会文化の進展に功績のあった者に対して，その功績をたたえ，もって市

の社会文化の興隆に資することを目的とする。 

（称号を贈る条件） 

第２条 市民又は市に縁故の深い者で，公共の福祉を増進し，学術，技芸その他広く社会文化の興隆

に寄与し，その功績が特に顕著で，市民が尊敬するに値するものに対し，この条例の定めるところ

により小金井市名誉市民（以下「名誉市民」という。）の称号を贈ることができる。 

２ 名誉市民の称号は，死亡した者に対しても追贈することができる。 

（名誉市民の選定） 

第３条 名誉市民は，市長が市議会の同意を得て選定する。 

（顕彰） 

第４条 名誉市民には，名誉市民証を贈るとともに，その旨を小金井市報，小金井市ホームページ等

で公表し，顕彰するものとする。 

（待遇） 

第５条 名誉市民に対しては，次の待遇をすることができる。 

(１) 市の公の式典への招待 

(２) 死亡の際における相当の礼をもってする弔慰 

(３) その他市長が必要と認めた待遇 

（称号の取消し） 

第６条 市長は，名誉市民が本人の責めに帰すべき行為により著しく名誉を失い，市民の尊敬を得な

くなったと認めたときは，市議会の同意を得て名誉市民の称号を取り消すことができる。 

（小金井市名誉市民選考委員会） 

第７条 名誉市民の公正な選考に資するため，小金井市名誉市民選考委員会（以下「選考委員会」と

いう。）を置く。 

２ 選考委員会は，次に掲げる事項について市長の諮問に応じ，必要な協議を行い，答申するものと

する。 

(１) 名誉市民の選定に関すること。 

(２) 名誉市民の称号の取消しに関すること。 

３ 選考委員会の委員は，次に掲げる者のうちから市長が委嘱する委員９人以内をもって組織する。 

(１) 市民（市内に住所を有する者に限る。） ３人以内 

(２) 学識経験者 ２人以内 

(３) 文化，商工，福祉又は教育の分野に関する団体の代表者 各１人以内 

４ 前項第１号の委員は，公募によるものとする。 

５ 選考委員会に，委員長を置く。 

６ 委員の任期は，２年とし，再任を妨げない。ただし，原則として連続して３期を超えてはならな

い。 

７ 補欠委員の任期は，前任者の残任期間とする。 

８ 委員は，職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も，同様とする。 

９ 選考委員会の会議は，原則として公開しない。 

（委任） 

第８条 この条例の施行に関し必要な事項は，市長が別に定める。 

付 則 
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（施行期日） 

１ この条例は，公布の日から施行する。 

（特別職の給与に関する条例の一部改正） 

２ 特別職の給与に関する条例（昭和31年条例第22号）の一部を次のように改正する。 

別表第３中 

  

「 会長 日額 11,000円   

   

男女平等推進審議会 

委員 日額 10,000円」  

を 

  

 「 会長 日額 11,000円   

   

男女平等推進審議会 

委員 日額 10,000円   

   委員長 日額 11,000円   

   

名誉市民選考委員会 

委員 日額 10,000円」  

に改める。 



市長 議員 その他 計
S26.11.28 S26.11.30 西川正治（物理学者） 文化勲章受章者
S50.3.6 S50.4.3 瀧井孝作（俳人、小説家） 文化功労者等受賞

立川市 S15.12.1 S41.12.17 S43.3.30 S43.5.1 中嶋舜司 地方自治の進展と立川の発展 1 （１） 1
S37.9.24 S37.11.3 北村西望（彫刻家） 文化勲章受章者
S37.9.24 S37.11.3 天野貞祐（哲学者） 文部大臣、文化功労者
S42.9.21 S42.11.3 朝永振一郎（物理学者） ノーベル物理学者
S55.7.4 S55.8.30 荒井源吉 初代市長
H4.9.24 H4.11.3 丹羽文雄（作家） 文化勲章受章者
H4.9.24 H4.11.3 長倉三郎（物理化学者） 同上
H4.9.24 H4.11.3 杉村隆（癌生化学者） 同上
H9.9.9 H9.11.3 小田稔（宇宙物理学者） 同上
H9.9.9 H9.11.3 伊藤正男（脳神経生理学者） 同上
H14.9.6 H14.11.3 山崎倫子（医師） 北町高齢者センター所長
H19.9.4 H19.11.3 西島和彦（物理学者） 文化勲章受章者
H19.9.4 H19.11.3 篠原三代平（経済学者） 同上
S27.1.15 武者小路実篤（作家） 文化勲章受章者
S33.1.17 山本有三（作家・戯曲家） 社会文化の興隆
S55.9.30 S55.11.3 鈴木平三郎（元市長） 市の発展、市民生活の向上
H17.9.14 H17.11.3 福王寺法林（日本画家） 文化勲章受章者

S30.9.28 S30.11.3 川合玉堂（日本画家） 日本画壇の最高峰

S37.9.11 S37.9.11 吉川英治（作家） 社会文化の興隆

S49.9.25 S49.10.5 児玉九十（明星学苑長） 学校教育功労
S55.3.29 S55.3.29 矢部隆治（前市長） 自治功労
H2.9.3 H2.9.30 中城イマ（多摩同胞会理事長） 社会福祉功労
H16.9.27 H16.11.3 吉野和男（前市長） 自治功労

調布市 S30.4.1 S55.5.10 S55.5.10 S55.5.10 本多嘉一郎（前市長） 1 1
H10.2.1 畦地梅太郎（版画家） 市への自作版画寄贈
H10.2.1 白洲正子（随筆家、評論家） 読売文学賞、東京都文化賞受賞者

S47.9.25 S47.10.1 平櫛田中（彫刻家） 芸術文化の興隆に寄与
S57.9.9 S57.10.1 小川睦郎（前市長、都議会議員） 地方自治発展に献身
S61.9.3 S61.10.1 大島宇一（町議会議員、市長） 地方自治発展に尽くされた
H3.11.28 H3.12.24 太田芳郎（大学教授） 社会体育の発展
H16.12.1 H16.12.21 熊木令次（前市長） 市政進展

清瀬市 S45.10.1 H7.7.1 H7.10.1 澁谷邦蔵（村会議員、市長等） 市政貢献 1 （１） 1
多摩市 S46.11.1 S46.11.1 H13.9.11 H13.11.1 臼井千秋（市議会議員、市長） 市議会議員、市長 1 （１） 1

（１） 1 3

東村山市 S55.3.31 1 1 2

小平市

12

表彰年月
日

2

武蔵野市 S36.6.23 1

2

11

府中市 S33.4.1

2

2 2

2
１
※吉川氏については、生前
辞退。逝去後贈呈

町田市 H9.6.26 2 2

4

S47.9.13 2

受章理由（功績）概要

青梅市 S30.9.1

八王子市 S26.12.1

1三鷹市

辞退者数等
　　　　（人）

名誉市民数（人）
市名

条例制定
年月日

議会の
同意日

名誉市民氏名（敬称略）
市制施
行日

S39.4.1

S37.10.1

S33.2.1

S29.4.1

S27.1.1

名誉市民に関する調べ

S26.4.1

S25.11.3

S22.11.3

T6.9.1

(1) 3 4

平成１９年１２月１２日
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